
柯
隆
が
見
通
す
将
来
の
中
国 
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昨
年
出
版
の
柯
隆
著
「
ネ
オ
・
チ
ャ
イ
ナ
リ
ス
ク
」
の
研
究
は
な
か
な
か
力
作
で
あ
る
。
彼
は
六
三
年

南
京
生
ま
れ
で
、
八
八
年
に
来
日
し
、
名
古
屋
大
学
で
修
士
の
資
格
を
取
り
、
長
銀
総
研
、
富
士
通
総
研

な
ど
経
て
、
現
在
多
摩
大
学
院
客
員
教
授
で
あ
り
、
時
々
テ
レ
ビ
に
出
演
し
て
い
る
。
三
〇
〇
頁
余
の
著

書
で
、
慣
れ
親
し
ん
だ
日
本
の
社
会
通
念
を
通
じ
て
自
国
を
見
る
興
味
深
い
内
容
で
あ
る
。 

  

こ
こ
で
は
、
結
論
に
近
い
箇
所
で
の
興
味
深
い
部
分
を
挙
げ
て
み
る
。
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
統
計
資
料
で
は
コ
ロ

ナ
禍
の
二
〇
年
の
各
国
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
較
で
は
、
主
要
国
は
殆
ど
が
マ
イ
ナ
ス
成
長
に
も
拘
ら
ず
、2

.3

％
の

成
長
を
示
し
、
二
二
年
で
も
各
国
の
中
で
も
高
い
率
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
傾
向
を
基
に
、
二
八
年
に
も

米
国
を
抜
く
と
の
予
測
も
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
彼
は
習
政
権
が
進
め
て
い
る
強
権
政
治
で
こ
の
よ

う
な
成
長
が
続
く
か
と
い
う
点
に
疑
問
を
持
っ
て
い
る
。
近
年
、
人
件
費
の
高
騰
で
、
コ
ス
ト
面
で
の
優

位
は
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
も
の
づ
く
り
の
裾
野
の
広
が
り
と
、
デ
ィ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
物
流
シ
ス
テ
ム

と
巨
大
市
場
は
世
界
的
な
魅
力
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
中
国
市
場
が
短
期
的
に
ク
ラ
ッ
シ
ュ
す
る
可
能
性
は

大
き
く
な
い
と
予
測
し
て
い
る
。 

  

「
赤
い
帝
国
の
蜃
気
楼
」
と
題
し
た
別
の
項
で
、
中
国
の
「
開
放
・
改
革
」
路
線
は
国
家
資
本
主
義
と

定
義
さ
れ
、
即
ち
、
政
治
は
独
裁
で
あ
る
が
、
経
済
の
み
自
由
化
さ
れ
て
い
る
。
今
の
国
家
資
本
主
義
が

も
し
、
国
家
社
会
主
義
に
変
わ
っ
た
な
ら
、
急
激
に
成
長
が
鈍
化
す
る
可
能
性
が
高
い
と
予
測
し
て
い
る
。

ま
た
、
国
の
方
針
で
、
か
つ
て
、
鄧
小
平
は
国
連
で
、
絶
対
に
覇
権
を
求
め
な
い
と
述
べ
た
が
、
今
は
そ

れ
が
拡
張
路
線
に
転
換
し
た
よ
う
に
思
え
る
と
の
こ
と
。 

  

果
た
し
て
中
国
は
民
主
化
す
る
だ
ろ
う
か
。
こ
の
疑
問
に
対
し
て
、「
阿
Ｑ
正
伝
」
で
示
さ
れ
た
『
奴
才
』

と
い
う
精
神
が
千
年
に
亘
る
歴
史
で
中
国
人
に
擦
り
込
ま
れ
て
い
る
。
即
ち
、
権
力
者
へ
の
へ
つ
ら
い
、

弱
者
へ
の
冷
た
さ
の
精
神
構
造
で
あ
り
、
民
主
化
す
る
道
は
程
遠
い
。
彼
は
少
な
く
と
も
元
紅
衛
兵
の
世

代
の
引
退
を
待
ち
、
そ
の
次
あ
る
い
は
そ
の
次
の
時
代
に
な
っ
て
、
専
制
政
治
が
緩
む
ま
で
不
安
定
な
時

代
が
続
く
と
見
て
い
る
。 

    


